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美術部会　研究の構想（案）
令和７年度～９年度

Ⅰ　研　究　主　題

　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育成するための学習活動はどうあればよいか。

―資質・能力を育成するための〔共通事項〕の指導の在り方―

Ⅱ　主題設定の趣旨
　一人一台端末の環境が整った令和４年度からの３年間は、ＩＣＴを効果的に用いた学習活動の
充実を目的として研究を行った。初年度は「表現」における活用として、端末を用いて制作過程
での技法を分かりやすく提示し、表現活動の充実を図った。令和５年度は、参考作品等をねらい
に応じて効果的に提示するなど「鑑賞」における活用を行った。令和６年度はＩＣＴを評価にど
のように取り入れるかを研究し、デジタルポートフォリオや相互鑑賞に生かした。
　学習指導要領における〔共通事項〕の指導事項は、「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の学習において
共通に必要な資質・能力であり、造形的な視点を豊かにするために必要な知識として位置付けら
れている。そして、単に新たな事柄として知ることや言葉を暗記することに終始するのではな
く、表現したり鑑賞したりする喜びにつながっていくことが重要であるとされている。
　そこで、令和７年度からの３年間は、これまでの研究を踏まえ、美術科として育成するべき資
質・能力について、さらに研究を深めたい。表現活動及び鑑賞活動の活動において、形や色彩、
材料、光等の効果を生かすとはどういうことか、造形的な特徴を基にイメージや作風を捉えると
はどういうことかを、改めて研究していきたい。ＡＩや新しいデジタルツールの登場により、新
たな表現方法が一般化した。幅広い表現が可能となったと同時に、著作権等への配慮が必要にな
り、新たな課題も生まれている。その上で造形的なよさや美しさに触れるだけでなく、美術や美
術文化の社会的意義まで踏み込んで考えさせたい。
　美術科としての資質・能力を育成していく中で、生徒の実態に合わせた適切な題材や指導方法
を吟味し、学習過程や指導方法の研究を進めたい。

Ⅲ　研究のねらいと内容
１　研究のねらい

　美術科としての資質・能力を育成するために、〔共通事項〕を踏まえた指導過程や題材及び
評価について研究する。

２　研 究 内 容
⑴　１年目　〔共通事項〕を踏まえた指導方法の研究

・〔共通事項〕を身に付けるための表現活動や鑑賞活動の工夫
・創造的で豊かな表現を可能にする知識及び技能の習得のための指導方法の工夫
・思考力、判断力、表現力等を高める指導方法の工夫

⑵　２年目　〔共通事項〕を踏まえた題材の研究
・〔共通事項〕を効果的に身に付けるための題材の工夫
・生徒が主題をもち、主題を深めることのできる題材の工夫
・多様な表現方法を取り入れることができる題材の工夫

⑶　３年目　〔共通事項〕を踏まえ、３年間を見通したカリキュラムの研究
・小中連携を踏まえた指導計画の研究
・３年間のカリキュラムにおける〔共通事項〕の位置付けの研究
・教科横断的な視点を取り入れた指導計画の研究
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美術部会　令和７年度研究計画（案）

Ⅰ　研　究　主　題

　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美
術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育成するための学習活動はどうあればよいか。

―資質・能力を育成するための〔共通事項〕の指導の在り方―

Ⅱ　主題について
　一人一台端末の環境整備に伴い、令和４年度から６年度までの３年間は、「美術科の特質や学
習過程を踏まえたＩＣＴの効果的な活用」について「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」「評価」の３つの観点
から研究を行ってきた。その中で、ねらいに応じた参考作品の提示や生徒の発想・構想段階の制
作過程の記録、表現活動や鑑賞活動の充実、デジタルポートフォリオや相互評価を生かした評価
の工夫等、美術科におけるＩＣＴの様々な活用方法を見いだすことができた。同時に、アナログ
とデジタルそれぞれのよさを生かし、相乗効果を引き出す指導の必要性を再認識した。
　そこで令和７年度からの３か年計画では、「造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中
の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力の育成」を目指して、〔共通事項〕について研究を
進めていく。具体的には、「指導方法の工夫」「題材の工夫」「カリキュラムの工夫」という３
つの柱で研究を進め、〔共通事項〕を踏まえた授業づくりを進めたい。
　本年度は、〔共通事項〕を位置付けた「指導方法の工夫」を中心にした授業実践を通して研究
を行う。〔共通事項〕は、表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を示したも
のである。また、造形的な視点を豊かにするために必要な知識として、表現及び鑑賞の各活動に
適切に位置付ける必要がある。
　造形的な見方・考え方を身に付けられるような場面の設定や、多様な素材や画材、用具等の活
用方法の指導、ＩＣＴを用いた幅広い表現活動や鑑賞活動、個に応じた指導方法や学習形態の工
夫等を通して、〔共通事項〕の定着を図っていく。その際には、美術科としての基本姿勢に立ち
返り、表現活動及び鑑賞活動の充実を通して〔共通事項〕の内容について生徒が実感をもって理
解したり、学習したことが造形的な視点として、それぞれの活動の中で生きて働くようにしたり
することが重要である。また、小学校や他教科での学びが美術科の活動に生かされる場面がある
ことも踏まえた上で授業実践に取り組みたい。これらを意識した授業実践を通して、生活や社会
の中の美術や美術文化と豊かに関わり、美術を通じた人間形成の深化を目指していきたい。

Ⅲ　研究内容とその視点
　主題の解明を図るために、研究主題と研究内容を軸に、授業研究と研究発表を通して、「令和
の日本型学校教育」の理念に則しながら、以下の方策で研究を行う。
１　〔共通事項〕を踏まえた指導方法の研究

⑴　〔共通事項〕を身に付けるための表現活動や鑑賞活動の工夫
・形や色彩、材料、光等の性質や、それらが感情にもたらす効果を理解する活動
・造形的な特徴等を基に、全体のイメージや作風等で捉えることを理解する活動
・〔共通事項〕を踏まえ、様々な言語活動を取り入れた表現活動や鑑賞活動

⑵　創造的で豊かな表現を可能にする知識及び技能の習得のための指導方法の工夫
・感じ取ったことや考えたこと等を基に、絵や彫刻等に表現する活動
・目的や機能を考え、デザインや工芸等に表現する活動
・美術作品等の見方や感じ方を深める活動

⑶　思考力、判断力、表現力等を高める指導方法の工夫
・発想や構想をしたこと等を基に、見通しをもち創意工夫して表現する活動
・生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動
・学習の成果が分かる評価資料の累積から、学びを深める活動
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２　〔共通事項〕を踏まえた題材の研究
⑴　〔共通事項〕を効果的に身に付けるための題材の工夫

・〔共通事項〕を表現及び鑑賞の各活動に適切に位置付けた題材の工夫
・表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習過程の工夫

⑵　生徒が主題をもち、主題を深めることのできる題材の工夫
・経験や体験、地域の特色を生かした必要感のある題材の工夫
・鑑賞活動と表現活動を相互に関連させた、制作意欲を高められる題材の工夫

⑶　多様な表現方法を取り入れることができる題材の工夫
・ＩＣＴを効果的に取り入れた題材の工夫
・複数の画材や素材を使うことのできる題材の工夫

３　〔共通事項〕を踏まえ、３年間を見通したカリキュラムの研究
⑴　小中連携を踏まえた指導計画の研究

・小学校図画工作科の〔共通事項〕を踏まえ、形や色彩等に対する豊かな感覚を働かせて表
現及び鑑賞に取り組める題材や学習過程の工夫

・美術科としての資質・能力を確実に身に付けられる指導計画の作成
⑵　３年間のカリキュラムにおける〔共通事項〕の位置付けの研究

・題材ごとの内容や時間のまとまりを見通した指導計画の工夫
・発達段階に応じて身に付けるべき資質・能力を踏まえた指導計画の作成
・育成したい資質・能力を明確にした評価規準の作成と、それらを適切に位置付けた指導計

画の作成
⑶　教科横断的な視点を取り入れた指導計画の研究

・生徒や各学校の実態、地域性等を生かした効果的な指導方法の工夫
・各内容における指導のねらいを実現することのできる題材が、系統的に身に付くように位

置付けた指導計画の作成

Ⅳ　研　究　方　法
１　研究計画に基づいた実践をもち寄って協議し、 情報交換をして研究を進める。
２　研究の成果を日常の教育実践に生かすとともに、研究の継続と累積に努める。
３　中教研の組織を十分に生かす共同研究にし、会員の総意を結集した研究になるように努め

る。
４　小学校との情報交換に努め、 互いに連携を深める。
５　実技研修会や研究会に積極的に参加するなど、 教師としての資質・能力を高め、 感性を磨

くよう努める。
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